
「あたりまえ」は、「あたりまえではない」  
校長 肥留間 智子  

先日、臨時朝会を行いました。近隣の方々から子ども達の様子について「道路の真ん中を歩いている」

「車が来ているのに止まらない」「周りを見ず後ろ向きで歩いている」など、数件苦情が寄せられてお

り、「自分の命は自分で守る」という安全意識をもう一度各自に持たせるための朝会でした。登下校の

様子を見ていると、確かに子ども達は、周りを確かめずに自分たちの歩きやすいように歩いていました。

安全支援ボランティアさんが見守ってくださるから、安全に登下校ができているというのが現状です。 
大津市の交差点で起きた事故や川崎市の登校時に起きた殺傷事件は、気をつけていても自分の身を守

ることができなかった悲しいニュースでした。「朝起きて身支度をし、家を出て学校に着く。そして学

校で学び、学校を出て家に着く」ということは、毎日、いつもの通り、繰り返し行っている「あたりま

え」のことですが、よくよく考えてみると、自分一人の力でできていることではなく、実はたくさんの

人たちのお陰でできていることです。人は何かを失うと、初めてその存在の大きさに気づかされること

があります。「あたりまえ」のようにしていることは、実は「あたりまえではない」のです。その子ど

も達が見失いがちな大切なことを気付かせてあげることが、大人の役割だと思います。 
登下校は、毎日のことです。先日指導したことがきちんとできているかど

うか、教員で分担しながら登下校の様子を見届けていきます。ぜひ、ご家庭

でもご協力をお願いいたします。また、何か困っていることや子ども達の良

い行動等ありましたら、学校までご連絡いただけると、今後の指導に役立て

ることができます。どうぞよろしくお願いいたします。   
大きな行事を終えて、次の目標は？  

新学期が始まって、約２ヶ月がたちました。学年が変わり緊張していた４月、運動会に向けて全力で

頑張った５月、どの子も心身共に鍛えられた二ヶ月だったのではないかと思います。 
さて、次の目標は何でしょう。夏休みまでの後半の２ヶ月は「落ち着いて学習に取り組む時期」にし

たいと考えています。学年によって校外学習等の行事もあり、体験的な学習もたくさん予定されていま

す。これから梅雨の時期に入ると、外に出て身体を動かすことができない日もあるかもしれません。教

室の中や家の中で、じっくり書いたりまとめたりする「頑張りノート」を一冊作ってみてはどうでしょ

う。一日１ページ、一年間続けられたら、何冊が仕上がるのでしょう。そんな「コツコツ学習」は、一

年後大きな力になります。取り組みましたら、ぜひ学校にも見せてください。楽しみにしています。  
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